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１．商品使用・サービス利用におけるカーボン・オフセット 

(１) 航空機利用の際のカーボン・オフセット 

① 航空機利用に伴って排出されるCO2に関するカーボン・オフセットの概要 

航空機利用の際に排出される CO2 量をオフセットする取組は、欧米で広く導入されている。主な
航空会社の取組は以下のとおりである。 

 
会社名 概要 
British Airways オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購

入する際にクレジットを購入できる。クレジットは協力会社である

Climate Care社が開発・管理している。 
Scandinavian Airlines オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購

入する際にクレジットを購入できる。クレジットは複数のプロジェク

トから発行されており、乗客は任意にプロジェクトを選択できる。ク

レジットは協力会社であるThe CarbonNeutral Company社が開発・管理
している。 

Air Canada オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購
入する際にクレジットを購入できる。クレジットは協力会社の

Zerofootprint社に管理されている植林プロジェクト等から発行される。 
Delta オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購

入する際に植林プロジェクトに投資することを選択することでオフ

セットすることができる。金額は国内往復で$5.5、国際線往復$11.0と
固定されている。 

Continental Airlines オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購
入する際にクレジットを購入できる。クレジットは、複数のプロジェ

クト（植林、再生可能エネルギー、Gold Standard認証済、混合タイプ）
から選択することができる。 

Virgin Atlantic オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購
入する際だけではなく、機内でもクレジットを購入することができる。

取り扱うプロジェクトはGold Standard認証済プロジェクトに限定して
いる。 

Air France オフセットを希望する乗客は、Webサイトを介して航空チケットを購
入する際にクレジットを購入できる。クレジットには、1t-CO2あたり
15ユーロ（約 2,400円）の価格が設定されている。フライトに伴うCO2
排出量の全部又は一部をオフセットするため、購入するクレジット量

は任意で選択できる。 

② British Airways（BA）が提供しているカーボン・オフセット 

各航空会社の中でも、British Airways（BA）では、顧客からの声に応えるかたちで、早い段階



-2- 

（2005年 9月から）オフセットの機会を提供している（図 1）。BAのフライトを利用する際のカーボ
ン・オフセットの手順は以下のとおりである。 

フライトに伴うCO2排
出量は、Climate Care
社がオックスフォード
大学と共同で開発し
た排出量算定サービ
スにより算出される。 【3】乗客はBAのWebサイトでフライト情報

（出発地、到着地、搭乗人数）を入力し
CO2排出量を算出

クレジットはClimate 
Care社が管理してい
るプロジェクトから発
行される

【4】乗客はBAのWebサ
イト経由でプロジェクト
から発行されるクレジッ
トを購入（投資）する

【2】乗客はBAのWeb
サイトへアクセス

【1】乗客はフライト搭乗の際
に、カーボン・オフセットが選
択可能  

図1. BAが提供するカーボン・オフセット実施の手順 
 
【1】 乗客は、BAのフライトに搭乗する場合、カーボン・オフセットを選択することができる。 
【2】 オフセットすることを希望する乗客は、まず排出される CO2 量を算出するため、まず BA

のWebサイトにアクセスする。 
【3】 BAでは、Climate Care社がオックスフォード大学と共同で開発したCO2排出量算定シス

テムをWebサイト上に公開している（図2）。乗客は、フライトに関する 3つの情報（出発地、
到着地、搭乗人数）をWebサイトに入力することで CO2量を算出できる。 
 BA のフライトから排出される CO2 排出量は、基本的に航空機により消費される燃料
量を元に算出されている。具体的には、前年度の実燃料消費量と搭乗率を元に算出

している。 
【4】 乗客は、Webサイトで CO2排出量を算出した後、続けてオフセット用クレジットを購入（又

はプロジェクトへ投資）することができる。 
 クレジットは、BAではClimate Care社が管理しているCO2排出削減・吸収プロジェク
トから発行されることになる。 

 BA では、乗客がクレジットを購入した後に、クレジット発行証明書を乗客に送付する
（電子メール）サービスも提供している。また、同時にクレジットの発行元となったプロ

ジェクトの情報等を定期的に送信するオプションがある。 
 一般的に、航空機利用の際のカーボン・オフセットは上記のような Web サイトへ情報
を入力することで CO2 排出量を算出するが、オフセットの対象となる温室効果ガス排
出量は、同じ区間を飛行しても航空会社によって異なっていることがある。それは、

CO2 排出量の算出に使用する排出係数及び対象バウンダリー（フライトのみか、チ
ケット発券等による消費電力を含むか等）で異なることからである。 
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図2. BAのWebサイトからアクセスできるCO2排出量算出サイト 

（http://www.climatecare.org/britishairways/calculators/） 

 

【主な情報元】  

 BA Webサイト中の関連ページ（http://www.britishairways.com/travel/envoffset/public/ja_jp） 
 Climate Care Webサイト中の関連ページ（http://www.climatecare.org/britishairways/projects/） 
 House of Commons Environemntal Audito Committee（2007） The Voluntary Carbon Offset 

Market, Sitxth Report of Session 2006-07 
 Air CanadaWebサイト中の関連ページ
（http://www.aircanada.com/en/travelinfo/traveller/zfp.html） 

 DeltaWebサイト中の関連ページ（http://media.delta.com/article_display.cfm?article_id=10650） 
 Virgin AtlanticWebサイト中の関連ページ
（http://www.virgin-atlantic.com/en/gb/bookflightsandmore/carbonoffset/index.jsp） 

 AirFranceWebサイト中の関連ページ
（http://www.airfrance.co.jp/index2.html?http%3A//www.airfrance.co.jp/company/press-release/2
007-10-1.htm） 
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(２) 自動車利用時のカーボン・オフセット 

① 自動車利用に伴って排出されるCO2に関するの際のカーボン・オフセットの概要 

英国では、石油会社や自動車メーカーが、自動車の走行時に消費する燃料から排出される CO2
量をオフセットする取組を提供している。主な取組の概要は以下のとおりである。 

 
会社名 概要 
Land Rover 自動車を購入した顧客が当該自動車の走行に伴って排出する CO2 量に

ついて、新車購入時等にオフセット用のクレジット価格も併せて販売する

サービスが提供されている。 
Honda UK 英国で販売好調の Civic Hybrid 購入者に対し、新車納入までの期間、購

入者が現在利用している自動車の排出に伴う CO2 量をオフセットするた
めの機会を提供した（2006年のみ実施された）。 

BP 大手石油会社BPが、ドライバーのCO2排出量をオフセットできるプログラ
ム（ターゲット・ニュートラル）を非営利で提供している。 

② Land Roverが提供しているカーボン・オフセット 

Land Roverは、自動車の走行時の CO2排出量をオフセットするサービスを顧客に提供している。
Land Roverが自動車販売の際に展開しているカーボン・オフセットの手順は以下のとおりである（図
3）。 

購入後の走行に伴う
CO2排出量はClimate 
Care社の協力で開発
さ れた 排出量算定
サービスにより算出さ
れる 【3】顧客は、Land Roverが提供しているCO2

排出量算出ツールに車種や燃料種等を入力
し、購入後の走行に伴うCO2排出量を算出

クレ ジ ッ ト は Climate 
Careが管理しているプ
ロジェクトから発行され

る

【1】顧客は自動車の購入時等
に、その自動車での走行に伴
うCO2排出量をカーボン・オフ
セットすることが選択可能

【2】顧客は購入する
車種の燃費等を確認
する

【4】顧客はオフセット
するためのクレジット
代金を含んだ価格を
支払う

 
図3. Land Roverが提供するカーボン・オフセットの実施手順 

 
【1】 顧客は、Land Rover から自動車を購入する際、購入後の平均的な走行（英国における標

準的な走行距離： 72,400km）による CO2排出量をオフセットするサービスを選択すること
ができる。 

【2】 オフセットを希望する顧客は、まず走行によるCO2排出量を算出するため、購入する自動
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車の情報（車種、燃料種、シリンダー数等）を確認する。 
【3】 Land Roverは、車種毎に走行に伴うCO2排出量を算出するWebサイトをClimate Care社

の協力で開発・公開しており、顧客はこれを利用して自動車の情報を入力し、購入後の走

行に伴うCO2排出量を算出する（図4）。 
 オフセットするためのクレジットは、同じく Climate Care社が管理しているプロジェクト
から発行される。 

 プロジェクトは再生可能エネルギー、省エネだけを対象にしている。 
【4】 顧客は、オフセットするためのクレジット代金を、自動車購入時に自動車代金に上乗せし

て支払う。 
 価格は自動車タイプ毎に異なるが、85～165 ポンド（19,000～37,000 円程度）が設定
されている。 

 顧客は、自動車購入時だけではなく購入後であっても、車種毎の CO2排出量をオフ
セットするためのクレジットを購入することができる。 

 

 
図4. Webサイトで公開されているCO2排出量算出ツール 

（http://www.climatecare.org/landrover/calculators） 

【主な情報元】  

 BPプレスリリース
（http://www.landrover.com/int/en/Company/Sustainability/CO2_Offset_Programme.htm） 

 Climate Care Webサイト中の関連ページ
（http://www.climatecare.org/news/new-land-rover-co2-offset-programme/） 
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③ BPが提供しているカーボン・オフセット 

英国では運輸部門からのCO2排出量が増加している現状を踏まえ、大手石油会社BPでは、ドラ
イバー向けにカーボン・オフセットの機会（ターゲット・ニュートラル）を提供している（図 5）。BP が
2006年 8月から開始しているガソリン等の燃料購入時のカーボン・オフセットの手順は以下のとおり
である。 

ガソリン消費に伴う
CO2排出量は、NGO等
の支援を受けて開発し
た排出量算定サービス
により算出される

【2】ドライバーは、BPのガソリンスタンドで
車種・走行距離等を入力し、CO2排出量を
算出

クレジットはBPが投資
しているプロジェクトか
ら発行される

【1】ドライバーはガソリン補給
の際にカーボン・オフセットが
選択可能

【3】ドライバーは、オ
フセットするためのク
レジット代金をガソリ
ン補給の際に追加的
に支払う

 
図5. BPが提供するカーボン・オフセットの実施手順 

 
【1】 BPでガソリン等の燃料を補給する際、カーボン・オフセットを選択することができる。 
【2】 BPは、ガソリン等の燃料消費によって排出されるCO2量を、ドライバーが保有する自動車

の車種、走行距離等の情報に応じて算出できるシステムを NGO 等の支援を受けて独自
に構築している。ドライバーは、ガソリン等の燃料を補給する際、カウンターにて車種や走

行距離に応じた CO2排出量を算出することができる。 
 ドライバーは、BPのWebサイトで公開されているCO2排出量算出ツールでも、必要
情報を入力することで、走行に伴う CO2排出量を算出できる。 

【3】 ドライバーは、ガソリン等の燃料の消費に伴う CO2排出量をオフセットするためのクレジッ
ト代金を、ガソリン代金に上乗せして支払う。 
 クレジットは、BPが投資していいるプロジェクトから発行される。 
 BP によると、年間走行距離 10 千マイル（1,600km）の平均的ドライバーは、年間約

4t-CO2を排出し、これをオフセットするには 20ポンド（約 4,200円）のコストとなる。ま
た、BP ではドライブの際に排出される CO2 量をオフセットしていることを示すステッ
カー等をドライバーに提供している（図6）。 
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図6. BPによりドライバーに提供されるキーリングとステッカー 

（http://www.targetneutral.com/TONIC/gettingbehindTN_2.jsp） 

【主な情報元】  

 BPプレスリリース
（http://www.bp.com/genericarticle.do?categoryId=2012968&contentId=7021250） 

 ターゲット・ニュートラルWebサイト中の関連ページ
（http://www.targetneutral.com/TONIC/index.jsp） 
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(３) バス利用の際のカーボン・オフセット 

① バス利用に伴って排出されるCO2に関するカーボン・オフセットの概要 

バス利用に伴って排出される CO2 量をオフセットする取組は、Inter City Group（ニュージーラン
ド）等で始まっている。以下は Inter City Groupの取組の概要である。 

② Inter City Groupが提供しているカーボン・オフセットの概要 

 Inter City Groupは、ニュージーランドで長距離バス及び市内バスを運行しており、バス運行に
よる地球温暖化への影響を軽減するため、CO2排出削減の取組としてカーボン・オフセットを開
始した。 

 バスの燃料をバイオ燃料や燃料電池でまかなえれば CO2 の排出を削減することができるが、
現状ではこうした製品はまだ安定供給が難しく、また採算性も望めない。そこで、実施可能な取

組としてバス運行に伴う CO2排出に関するカーボン・オフセットを実施することにした。 
 2007年 10月からは、乗車時間に応じた CO2排出量をオフセットするために、クレジット購入を
選択できるシステムを乗客向けに提供している。乗客は任意にクレジットを購入し、オフセットを

実施することができる。 
 クレジット価格は、例えば 4時間乗車の場合だと25セント（約21円）となっている。 
 クレジットは、植林活動や水力発電プロジェクトへの投資により取得することとした。 
 将来的には、このオフセット価格を乗車運賃に含めることも検討されている。 

【主な情報元】 

 InterCity Webサイト中の関連ページ（http://www.destinationcarbonneutral.co.nz/） 
 carboNZero Webサイト中の関連ページ
（http://www.carbonzero.co.nz/carbonzero_members.asp#Intercity） 
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(４) エネルギー消費の際のカーボン・オフセット 

① エネルギー消費に伴って排出されるCO2に関するカーボン・オフセットの概要 

エネルギー（電力・ガス等）消費に伴って排出されるCO2量をオフセットする取組は、EDF Energy
社等で始まっている。EDF Energy社の取組の概要は以下のとおりである。 

② EDF Energyが提供しているカーボン・オフセットの概要 

 気候変動を防ぐために最も効果的な方法の一つは家庭でのエネルギー使用量を削減すること
であることから、EDF Energy社では 2006年10月より、家庭でのガスや電気の消費に伴い排出
されるCO2量を対象にオフセットするサービス（料金体系）「Climate Balance」を導入した。 

 EDF Energy の顧客は、Clomate Balance サービスに加入することで、電力・ガスの消費に伴う
CO2排出量をオフセットできる。 
 英国における一般的な家庭では、年間約44ポンド（約 9,100円）を上乗せして支払うことで、
オフセットすることができる。 

 オフセットするためのクレジットは、世界中で実施されている排出削減・吸収プロジェクトから発
行される。 

 EDF Energyでは、WebサイトでCO2排出量算出ツールを公開している。このWebサイトに電力
料金・ガス料金を入力することで、エネルギー使用量及び CO2 排出量を算出できるようになっ
ている（図7）。 

 

 
図7. Webサイトで公開されているCO2排出量算出ツール 

（http://www.edfenergy.com/greenpages/edf-energy/calculator.do） 

【主な情報元】：  

 EDF Energy Webサイト中の関連ページ
（http://www.edfenergy.com/greenpages/edf-energy/welcome.do） 
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（５）宅配便等の送付の際のカーボン・オフセット 

③ 宅配便等の送付の際のカーボン・オフセットの概要 

欧米では、宅配便等を送付する際に排出される CO2 量をオフセットする取組が始まっている。主
な取組の概要は以下のとおりである。 
 

会社名 概要 
DHL 国際宅配便で世界最大手の DHL は、カーボン・ニュートラルな宅配便

サービス「GOGREEN」を提供している。顧客は、宅配便を送付する際、送
付代金に 2%を上乗せして支払うことで、宅配便送付に伴う CO2排出量を
オフセットすることができる。 

flowerpetal.com 北米地域でフラワーギフトショップを展開している flowerpetal.comは、2007
年のバレンタイン時に、花（プレゼント）を送付する際のCO2排出量をオフ
セットするサービス（Carbonfree™）を提供している。 

Royal Mail 英国の Royal Mail は、ダイレクトメールの送付に伴う CO2 排出量をオフ
セットするプログラムを提供している。このプログラムに参加した企業は、

カーボン・ニュートラル郵便のロゴを使用することができる。 

④ DHLが提供しているカーボン・オフセット 

 国際宅配便で世界最大手の運送会社DHLは、2006年11月からカーボン・ニュートラルな国
際宅急便サービスである GOGREEN 輸送を開始し、顧客にカーボン・オフセットの選択肢を
提供している1。その手順は以下のとおりである（図8）。 
宅配便送付によるCO2
排出量算出システムは、
SGS社による検証を受
けている

【3】顧客はDHLが独自に開発した宅配便
送付によるCO2排出量算出システムを元
に、それぞれの宅配便についてCO2排出
量を算出

クレジットはDHLが支
援しているプロジェクト
から発行される

【1】顧客はDHLで宅配便送付の
際、カーボン・オフセットを選択
可能

【2】顧客は、宅配便
を申し込む際にカー
ボン・オフセットサー
ビ ス 「 GOGREEN 輸
送」を選択する

【4】顧客はオフセット
するためのクレジット
代金を宅配便送付代
金へ追加的に支払う

 
図8. DHLが提供するカーボン・オフセットの手順 

 
                                            
1 現在は、スウェーデンからヨーロッパ各国の企業顧客向けにGOGREEN輸送を提供している。今後は、サービス対象地域を世界中に拡大す
る予定となっている 
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【1】 顧客は、DHLで宅配便を送付する際、カーボン・オフセットを選択することができる。 
【2】 オフセットを希望する顧客は、宅配便送付を申し込む際に、受付カウンターで、カーボン・

オフセットサービスであるGOGREEN輸送を選択する。 
【3】 DHL は、宅配便送付によって排出される CO2 量を、宅配便の送付代金とリンクして表示

するシステムを独自に開発している（特許取得済）。 
 このシステムは、世界最大級の検査機関SGS社（スイス）によって検証を受けている。 

【4】 顧客は、宅配便送付の際に代金の2%を上乗せして支払うことでオフセットするためのクレ
ジットを得ることができる。 
 クレジットは、DHL が支援しているプロジェクト（植林や再生可能エネルギー導入）か
ら発行される。 

 GOGREEN 輸送を選択した場合は、宅配便にそれを示すステッカーが貼付され、ど
れくらいの CO2量をオフセットしたかが表示される（図 9）。宅配便が送付先に届くと、
GOGREEN輸送を示すステッカーにより、送付による CO2排出量がオフセットされた
ことを認識できる。 

 

 
図9. GOGREENステッカーが貼付された貨物 

（http://www.upu.int/sustainable_development/en/2007-04-23_presentation2-05_green_parcels_environmentally_friendly_postal_product_en.pdf） 

【主な情報元】  

 DHL Webサイト中の関連ページ
（http://www.dhl.com/publish/g0/en/about/sustainability/environment.high.html） 

 Deustche Post World Net Webサイト中の関連ページ
（http://www.dpwn.de/dpwn?tab=1&skin=hi&check=yes&lang=de_EN&xmlFile=2006946） 

 Deustche Post World Netサステナビリティーレポート2006
（http://www.dpwn.de/sustainabilityreport/2006/servicepages/keywordsearch/em13801.html） 

 DHL Webサイト（日本語）中の関連ページ
（http://www.dhl.co.jp/publish/jp/ja/press/press/0/20071024.high.htmlundefined） 

 Royal Mail Webサイト中の関連ページ
（http://www.royalmail.com/portal/rm/content1?catId=55100696&mediaId=55100699） 

 flowerpetal.com Webサイト中の関連ページ（http://www.flowerpetal.com/index.jsp?info=9） 
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（６）コンピューター機器購入時のカーボン・オフセット 

⑤ DELLが提供しているコンピューター機器購入時のカーボン・オフセット 

米国では、コンピューター機器を使用する際に排出される CO2 量をオフセットする取組が始まっ
ている。DELL は、米国での顧客を対象に、2007 年 1 月からカーボン・オフセットサービス（Plant a 
Tree For Me）を提供している2。その手順は以下のとおりである（図10）。 

DELLは、コンピュー
ター機器に使用により
消費される電力量を元
に、CO2排出量を設定

【3】DELLは、各コンピューター機器を平均
的に使用した場合のCO2排出量を顧客に
提示

クレジットはDELLの協
力会社が管理している
プロジェクトから発行さ
れる

【1】顧客はコンピューター機
器購入の際にカーボン・オフ
セットが選択可能

【2】顧客はコンピュー
タ ー 機 器 の 販 売
ショップ、もしくはWeb
サイトにサクセス

【4】顧客はオフセット
するためのクレジット
代金をコンピューター
機器代金に追加して
支払う

 
図10. DELLによるカーボン・オフセットの手順 

 
【1】 顧客は、DELL のコンピューター機器を購入する際、その使用による CO2 排出量をオフ

セットすることを選択できる。 
【2】 オフセットを希望する顧客は、コンピューター機器の販売ショップもしくは Web サイトへア

クセスする。 
【3】 DELL は、米国における平均的なコンピューター機器の使用年数（3 年間）中に消費する

電力量から、排出されるCO2量を簡易的に設定し、顧客に提示している。 
 DELLでは、クレジット価格をノートブック 1 台につき 2US$、デスクトップ 1 台につき

6US$と設定している。 
【4】 顧客は、DELL から示されたオフセットするためのクレジット代金を、コンピューター機器

の購入時に、コンピューター機器代金に上乗せして支払うことで、購入後 3 年間のコン
ピューター機器使用に伴うCO2排出量をオフセットすることができる。 
 クレジットは、協力会社であるConservation Fund、Carbongund.orgが管理している植林
プロジェクトから発行される。 

 DELL は、クレジット購入（又は投資）後、オフセットしたことを証明する証書を顧客に
送付する（図11）。 

                                            
2 現在、米国でのみ導入されているが、今後は世界各地で同様のシステムを普及させる計画となっている 
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 DELLは、DELL以外の製品利用者にも、オフセットサービスを提供している3。 
 

 
図11. デルが発行しているオフセット証書 

（http://www.dell.com/downloads/global/corporate/environ/plantatree_cert.pdf?c=us&l=en&s=corp） 

【主な情報元】  

 Dell Webサイト中の関連サイト
（http://www.dell.com/content/topics/global.aspx/corp/environment/en/tree?c=us&l=en&s=gen） 

 Dell Webサイト中のFAQ: 
（http://www.dell.com/content/topics/global.aspx/corp/environment/en/tree_faq?c=us&l=en&s=g
en&~ck=anavml#2） 

                                            
3 それぞれの機器使用時のオフセット価格は、以下のように設定されている。サーバー（40US$）、ワークステーション（13US$）、デスクトップ
（6US$）、CRTモニター（4US$）、レーザープリンター（4US$）、LCDモニター（3US$）、ノートパソコン（2US$）、インクジェットプリンター
（1US$）となっている。 
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２．自己活動におけるカーボン・オフセット 

(１) 事業活動を対象にしたカーボン・オフセット 

① 事業活動を対象にしたカーボン・オフセットの概要 

事業活動を対象にしたカーボン・オフセットは、事業活動に伴うCO2排出量を軽減することを目的
に、さまざまな業種で導入されている。下記は事業活動を対象にしたカーボン・オフセットの主な取

組である。 
 

会社名 概要 
香港上海銀行（HSBC） HSBC は、金融機関として初めてカーボン・ニュートラルを目指し、グ

ループの事業活動に伴うCO2排出量をオフセットした。 
Land Rover Land Roverは、上述した顧客向けのカーボン・オフセットサービスとは別

に、工場から排出されるCO2量をオフセットする取組を実施している。 
British Sky Broadcasting
（Sky） 

多重チャンネル放送局 Sky は、省エネ推進、事業運営の変革等を実施
し、それでも排出されるCO2量についてオフセットを実施した。 

Google Googleは、2008年初めまでにカーボン・ニュートラルを達成することを目
標に、省エネ、再生可能エネルギー使用量増加を実施している。削減が

困難なCO2排出量を対象にオフセットを実施する予定である。 
Credit Suisse Credit Suisseは、2012年までに世界的規模で、カーボン・ニュートラルを

目指して取り組んでいる。削減が困難な CO2 排出量に対して、オフセッ
トを実施する予定である。 

Aviva 英最大手の保険会社 Aviva は、世界中の事業所でカーボン・ニュートラ
ルに向けて、省エネの実施やグリーン電力購入を推進し、それでも削減

が困難な CO2排出量に対して、オフセットを実施した。 
World Bank Group 世界銀行は、オフィスでの電力消費やスタッフの国内外への出張等によ

るCO2排出量をオフセットすることを宣言した。途上国での排出削減プロ
ジェクト等からクレジットを購入し、オフセットを実施する予定である。 

Yahoo! Yahoo!は、2007年末までに 2006年に排出した 250千 t-CO2をオフセッ
トすることを目標に、省エネ等のプロジェクト等に投資している。 

NIKE U.S. NIKE U.S.では、社員の出張でデルタ航空利用の際、環境保全プロジェ
クトに投資し、それによって得られるクレジットにより、CO2 排出量をオフ
セットする予定である。 

Cullen Wines 西オーストラリア州にあるCullen Wines社は、ワイナリー経営によるCO2
排出量を、排出削減プロジェクト等に投資することで得られるクレジットで

オフセットした。商品（ワイン）には、製造に伴う排出量をオフセットしたこ

とを示すロゴが貼付されている。 
 
以上の取組の中から、代表的な事例3件（HSBC、Land Rover、Sky）を抽出し、その内容を以下に
示す。 
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② 金融機関（HSBC）の取組によるカーボン・オフセット 

HSBC は、金融機関として初めてカーボン・ニュートラルを目指し、CO2 排出削減努力を尽くして
もなお残るグループの事業活動に伴う CO2 排出量について、クレジットを購入（投資）することから
オフセットを実施した。以下はHSBCによるカーボン・オフセットの手順である（図12）。 

複数の大学が、事業活動
によるCO2排出量の算出
についてアドバイスを行う

【2】HSBCが、自らの事業活動
による排出されるCO2量を算出

広く入札方式により、オフ
セットするためのクレジッ
トを募る

【1】HSBCでは、事業活動による
CO2排出量について、第一に排
出削減を実施し、削減が困難な
部分についてカーボン・オフセット
することを決定

【3】HSBCがオフセットするため
のクレジットを購入

 
図12. HSBCが実施する事業活動を対象にしたカーボン・オフセットの手順 

 
【1】 HSBCは、世界中の事業所（76カ国で約 1,000箇所）から排出される CO2量を削減する

ため、第一に事業活動からの CO2 排出源を調査し、削減可能な場合は省エネ等の対策
を実施した。それでも削減困難な CO2 排出量に対してオフセットすることを決定し、2004
年6月から取組を開始した。 

【2】 全事業所から排出される CO2 量について、複数の大学（University of Newcastle Upon 
TyneやUniversity of East Anglia等）からアドバイスを受けることで算出した。 
 例えば、2005年10～12月のCO2排出量は約170千 t-CO2だった。 

【3】 次に、、算出した CO2 量をオフセットするためのクレジットを広く入札方式で募り、ニュー
ジーランド等で実施されているプロジェクトからのクレジットを購入した。 

【主な情報元】  

 HSBC Webサイト中の関連サイト（Carbon neutral pilot project）
（http://www.img.ghq.hsbc.com/1/2/corporate-social-responsibility/environment/hsbc-and-climat
e-change/carbon-neutral-pilot-project） 

 HSBCニュースリリース（2004年12月6日） 
（http://www.hsbc.com/1/2/newsroom/news/news-archive-2004/hsbc-worlds-first-major-bank-to-
go-carbon-neutral） 

 HSBCニュースリリース（2004年12月8日）, 
（http://www.img.ghq.hsbc.com/1/2/newsroom/news/news-archive-2004/hsbc-launches-climate-
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change-partnership） 

③ 自動車メーカー（Land Rover）の取組によるカーボン・オフセット 

Land Roverは、2006年9月～2008年末までの期間に事業活動によって排出されるCO2量を対
象にカーボン・オフセットに取り組んでいる。基本的には HSBC の取組と同じであるが、その手順に
ついて以下に示す。 
【1】 Land Roverは、自社工場からのCO2排出量を削減するために省エネの推進等の対策を

実施した。しかし、それでも削減困難な CO2排出量に対してオフセットすることを決定し、
2006年6月から取組を開始した。 

【2】 全工場から排出されるCO2量について、Clinate Care社の支援により、CO2排出量を算出
した。 
 上述した顧客向けのオフセットサービスと合わせて、2006 年 9 月～2008 年末までの
期間中に合計2000千 t-CO2量をオフセットする予定である。 

【3】 算出した CO2量をオフセットするため、Climate Care社からクレジットを購入することを予
定している。 
 プロジェクトは再生可能エネルギー、省エネだけを対象にしている。 
 全工場から排出されるCO2量をオフセットするために、Land Roverでは合計約3,000
千ポンド（約6億7,400万円）の費用を見込んでいる。 

【主な情報元】 

 Land Rover Webサイト中の関連ページ
（http://www.landrover.com/int/en/Company/Sustainability/CO2_Offset_Programme.htm） 

 Climate Care Webサイト中の関連ページ
（http://www.climatecare.org/news/new-land-rover-co2-offset-programme/） 

④ 放送会社（British Sky Broadcasting（Sky））の取組によるカーボン・オフセット 

Skyは、事業活動によって排出される CO2量を対象にカーボン・オフセットに取り組んでいる。基
本的にはHSBCやLand Roverの取組と同じであるが、その手順について以下に示す。 
【1】 Sky では、気候変動に取り組むグローバルリーダー的な企業を目指し、事業所の運営に

伴う CO2排出量を 18 ヶ月で 47%削減するなど、省エネに取り組んできた。また、低 CO2
排出のハイブリッドカーを購入する社員に対して援助を行う等を実施してきた。しかし、そ

れでも排出されるCO2量を対象にし、2006年4月にはオフセットすることを決定した。 
【2】 オフセットするCO2量は、A： Skyの事業所、B： 社有車、C： 出張、D： 埋立てに用いた

廃棄物から排出されるものを対象とし、CO2排出量を算出した。 
 オフセットする A～Dにおける CO2排出量の算出については、協力会社である The 

CarbonNeutral Company社と共同で作業を進めた。 
 上記のオフセット対象の活動からのCO2排出量について、GHG Protocol4を元に算出

                                            
4 詳細は以下のWebサイト参照（http://www.ghgprotocol.org/） 



-17- 

した結果、合計で年間41,414t-CO2量となった。 
【3】 算出したCO2量をオフセットするため、The CarbonNeutral Company社からクレジットを購

入することを予定している。 
 クレジットはニュージーランドの風力発電（クレジットはGold Standard認証済）、及びブ
ルガリアのマイクロ水力発電の 2つのプロジェクトに投資することで得る予定である。 

 また、Web サイトでは、一般へのカーボン・オフセットの普及促進への取組として、
カーボン計算機を公開している（図13）。 

 

 
図13. SkyがWebサイトで公開しているCO2排出量の計算ツール 

（http://www.jointhebiggerpicture.co.uk/carbonCalculator/calc.html） 

 

【主な情報元】  

 Sky Webサイト中の関連ページ（http://www.jointhebiggerpicture.co.uk/pdf/skyed.pdf） 
 The CarbonNeutral Company Webサイト中の関連ページ 
（http://www.carbonneutral.com/casestudies/client.asp?ID=904） 
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（２）個人の活動を対象にしたカーボン・オフセット 

① 個人の活動を対象にしたカーボン・オフセットの概要 

欧米では、CO2排出削減努力をしてもなお、個人の生活において排出される CO2量についてオ
フセットしようという取組が普及し始めている。 
個人の生活において排出されるCO2についてオフセットを実施するには、第一にCO2排出削減
努力を行い、それでも残る CO2排出量を把握する必要がある。個人の生活における CO2排出源と
しては、例えば各家庭での電力使用、自家用車の走行や旅行が挙げられる。主な個人向けのカー

ボン・オフセットサービスの概要は以下のとおりである。 
 
会社名 概要 
TerraPass社（米国） 個人に対し、自動車の運転、航空機利用、家事、結婚式、学生寮、職場と

いった活動毎の CO2排出量をWebサイトで計算し、クレジットを購入する
ことでオフセットする機会を提供している。購入手続が完了すると、購入者

宛に証書やステッカー等が郵送される。消費者へ販売するクレジットは、

複数のプロバイダーからTerraPass社が購入したクレジットのポートフォリオ
の中から販売される。 

The CarbonNeutral 
Company社（英国） 

企業及び個人を対象に、それぞれの活動による CO2 排出量をオフセット
するクレジットを販売している。個人向けには、Web サイトで航空機利用、
自動車利用、家庭での電力使用等に伴うCO2排出量をオフセットするクレ
ジットを販売しているほか、電力消費の少ないポットや個人向け太陽光発

電機等も販売している。 
Climate Care社（英国） Webサイト上で企業及び個人を対象に、カーボン・オフセットのためのクレ

ジットを販売している。個人向けは、航空機利用や自動車利用等が対象と

なっている。 

② TerraPass社が提供しているカーボン・オフセット 

個人向けのカーボン・オフセットサービスのうち、ここでは TerraPass 社の取組からカーボン・オフ
セットが実施されるまでの手順を示す（図14）。 

【2】例えばドライブによるCO2排出量
をオフセットする場合、個人は、Web
サイトで走行距離等を入力し、CO2
排出量を算出する。次にオフセットす
るためのクレジットを購入する

【3】クレジット購入
後に、オフセットさ
れたことを示すス
テッカー等が個人に
送付される

【1】個人はTerraPass社の
Webサイトにアクセスし、オ
フセットしたい日常の活動
を選ぶ

 
図14. TerraPass社のカーボン・オフセット実施手順 
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【1】 日常の生活から排出されるCO2量をオフセットしたいと考える個人は、TerraPass社のWeb

サイトにアクセスし、家電使用や自動車の利用等オフセットしたい活動を選択する。 
【2】 個人がWebサイトでオフセットしたい活動を選択し、情報を入力していくことでそれぞれの

活動による CO2 排出量を把握し、排出量の全部又は一部に相当するクレジットを購入す
る。例えば、自動車利用の場合はの車種や年間の走行距離を、航空機利用の場合は飛

行区間を入力すると、それぞれの活動に見合う CO2 排出量とオフセット商品の価格が提
示される。 

【3】 TerraPass社は、クレジットの購入者に対し、オフセットされていることを示す車に貼るステッ
カーやスーツケースにつけるネームタグ、冷蔵庫に貼るマグネット等を郵送する。また、

オフセットに使用されたクレジットの実施国やタイプ（風力発電等）といった詳細情報、及

びクレジットがGreen-e認証を得た旨が記載された証書が同封される。 

【主な情報元】：  

 TerraPass社 Webサイト（http://www.terrapass.com/） 
 The CarbonNeutral Company社Webサイト（http://www.carbonneutral.com/） 
 Climate Care社Webサイト（http://www.climatecare.org/） 
 



-20- 

３．会議・イベント等の開催時におけるカーボン・オフセット 

(１) 国際会議におけるカーボン・オフセット 

① 国際会議の開催に伴って排出されるCO2に関するカーボン・オフセットの概要 

国際的に気候変動への関心が高まる中、国際会議の開催による影響を軽減することを目的に、国

際会議の開催に伴って排出される CO2 をオフセットする取組が始まっている。国際会議の開催によ
るカーボン・オフセットの主な取組は以下のとおりである。 

 
イベント名 概要 
英国政府（G8 グレン
イーグルス・サミット開

催時） 

2005年に英国グレンイーグルスで開催されたG8サミットでは、関連会合も
含めた全52会合で、会合開催に伴う CO2排出量をオフセットすることとし
た。オフセットするためのクレジットとしては、Gold Standard 認証を受けた
CERを購入することとしている。 

国連の気候変動関連

会議 
気候変動関連会議すべてをオフセットすると公表している。2007年10月1
日から 3 日間スイスで開催される国際会議開催時の排出量をオフセットす
ることとしている。 

カナダ政府の国際会

議参加 
2005 年にモントリオールで開催された UNFCCC の会議参加による CO2
排出量をカナダ国内の植林によりオフセットすることとした。 
また、国連の COP8及び COP9への出席に伴う CO2排出量を、カナダ国
内の排出削減・吸収増大プロジェクトへ投資することでオフセットすることと

している。 

② G8グレンイーグルスサミットにおけるカーボン・オフセット 

2005年に英国グレンイーグルスで開催された G8サミット及び関連会合においても、カーボン・オ
フセットが実施された。その取組の手順は以下のとおりである（図15）。 
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英国内の研究機関からの
支援を受けた。また、
IPCCガイドライン等を利
用した

【2】英国政府が、サミット開催に
よって排出されるCO2量を算出

アフリカ地域を支援する
ため、南アフリカでのプロ
ジェクトから発行されたク
レジットを購入予定

【1】英国政府は、G8グレンイー
グルスサミットの開催による
CO2排出量の削減を実施し、削
減困難な部分について、カーボ
ン・オフセットすることを決定

【3】英国政府がオフセットするた
めのクレジットを購入

 
図15. G8グレンイーグルスサミット開催におけるカーボン・オフセット実施手順 

 
【1】 英国政府は、G8 グレンイーグルスサミットの開催に伴う CO2 排出量を削減するために、

会合開催に伴って排出される CO2 削減のため、省エネの促進、廃棄物の抑制等を実施
した。それでも削減困難な CO2排出量に対してオフセットすることとした。 

【2】 英国政府は、G8サミット関連52会合をオフセットする対象とした。また、対象とする活動は、
1】会合に参加するために使用した航空機（各国から会合場所まで）、2】英国内での移動
（航空機以外）、3】英国内での会合によるエネルギー消費、4】代表団の宿泊によるエネ
ルギー消費、5】英国内での会合による廃棄物、と設定した。 
 CO2 排出量の算出には、IPCC ガイドライン及び英国内の研究機関等から支援を受
けた。 

【3】 英国政府は、アフリカ地域の開発に寄与することを目的に、アフリカで実施されているプ

ロジェクトからクレジットを購入することとしている5 

【主な情報元】： 

 House of Commons Environemntal Audito Committee（2007）The Voluntary Carbon Offset 
Market, Sitxth Report of Session 2006-07 

 DEFRA Webサイト中の関連ページ
（http://www.defra.gov.uk/environment/climatechange/uk/carbonoffset/presidency.htm） 

 DEFRAへのヒアリング調査結果 
 

                                            
5 クレジットは 2008年末までに発行される見込みだったが、プロジェクト開始が南アフリカの政治的、財政的問題から延期されている。 
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(２) スポーツイベント開催時におけるカーボン・オフセット 

① スポーツイベント開催に伴って排出されるCO2に関するカーボン・オフセットの概要 

国際的に気候変動への関心が高まる中、スポーツイベントの開催による影響を軽減することを目

的に、スポーツイベントの開催に伴って排出されるCO2をオフセットする取組が始まっている（図16）。
例えば、2006 年にドイツで開催された FIFA ワールドカップ 2006 においても、カーボン・オフセット
が実施されている。 

② FIFAワールドカップ2006におけるカーボン・オフセット 

2006年にドイツで開催された FIFAワールドカップ 2006では、その開催によって排出された CO2
量をオフセットした、その手順は以下のとおりである。 

Oko-Institutが、CO2は排

出量の算出について、支
援を行う

【2】大会事務局が、大会開催に
よって排出されるCO2量を算出

複数のプロジェクトからク
レジットを購入

【1】大会事務局では、大会開催

によるCO2排出量について削減

努力を行い、削減困難な部分に
ついてオフセットすることを決定

【3】大会事務局が、オフセットす

るためのクレジットを購入

 
図16. スポーツイベント開催時におけるカーボン・オフセットオフセット実施手順 

 
【1】 FIFAワールドカップでは、Green Goalという環境に配慮した大会開催のスローガンを設定

し、できる限りの省エネ等を推進した。それでも削減が難しい CO2排出量について、オフ
セットを実施することを決定した。 

【2】 FIFAワールドカップ2006では、ドイツの研究機関（Öko-Institut）が開発したモデル（Global 
Emissions Model of Integrated Systems（GEMIS）モデル6）を使用して、開催に伴って排出

されるCO2量を推定した。 
 大会開催に伴うCO2排出量は、ドイツ国内で発生したCO2量だけを対象にした（ドイ
ツ国外での予選大会及び合宿等は対象外）。 

 具体的には、1】スタジアムから CO2 排出量、2】スタジアムでのエネルギー使用によ

                                            
6 関連Webサイト（http://www.oeko.de/service/gemis/en/index.htm） 
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る CO2 排出量、3】運輸部門からの CO2排出量、4】宿泊による CO2排出量であり、
合計92,000t-CO2だった（図17）。 

 
図17. FIFAワールドカップ 2006開催に伴って排出されたCO2量の内訳 

 
【3】 FIFA ワールドカップ 2006 では、南アフリカやインドで行われている排出削減プロジェクト

からクレジットを購入し、オフセットを実施することとしている7。 

【主な情報元】  

 WWF Webサイト中の関連ページ
（http://www.wwf.or.jp/activity/climate/news/2006/20060517.htm） 

 WWF プレスリリース（2006年5月16日）
（http://www.wwf.or.jp/news/press/2006/p06051601a.htm） 

 Öko-Institut e.V. ニュースレター
（http://www.oeko.de/new/newsletter/institutes_newsletter/dok/213.php#03） 

 Öko-Institut Webサイト中の関連ページ（http://www.oeko.de/oekodoc/292/2006-011-en.pdf） 
 

                                            
7実際には、全クレジットの取得は未完了である 
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(３) 著作物等の製作におけるカーボン・オフセット 

① 著作物等の製作に伴って排出されるCO2に関するカーボン・オフセットの概要 

音楽CDの製作やテレビドラマの製作によって排出されるCO2をオフセットする取組が始まってい
る。 

② ドラマ「24」におけるカーボン・オフセット（概要） 

 ドラマ制作に伴って排出される CO2量をオフセットするにあたり、第一に CO2排出量の削減が
促進されることが重要となる。 

 ドラマ「24」では、手紙・宅配便の送付によるCO2排出量を削減するため電子メールへの変更等
を推進し、その後にハイブリッド車の導入、自然エネルギー利用等により CO2 排出量を削減し
た。 

 それでも削減困難なCO2排出量についてオフセットを実施することとしている。 
 ドラマ「24」では、番組制作時のロケ等で使用するる発電機使用に伴う燃料消費及びドラマ
製作に使用する自動車の燃料をオフセットの対象としている。 

 また、ドラマを通じて、視聴者へ CO2 排出削減を呼びかける等、ドラマ制作だけではなく、ドラ
マ放映時においても、気候変動への取組を促進するよう活動を行っている。 

【主な情報元】  

 Fox Webサイト（http://www.fox.com/24/info.htm） 
 

以  上 
 


